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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 竹中
たけなか

 健太
け ん た

（令和 2年 4月 1日着任）  

担当業務 温泉振興（店舗運営）（担当課：おんせん天国室） 

自己紹介 

 大阪府出身です。祖父の実家が新温泉町にあっ

たため、子どものころに何度も来ていました。 

Cafe98℃で主にホールを担当しています。狩猟

免許を生かして、地域の害獣駆除やジビエの特産

物づくりに力を入れていきたいと思っています。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 

   ①Cafe98℃の運営 

 主にホールを担当しました。 

定期的にキッチンに入り、調理業務もしました。 

新たに来られた協力隊員に料理の作り方、一日の業務手順

等を伝え、引継ぎを行いました。 

 
②川遊びのイベントの開催、協力 

今年も川遊びイベントを開催、お手伝いをしました。 

川遊び、魚釣りに加えて、魚のつかみ取りと焼き魚を提供し

ました。 

当日に観光客の方の申し込みもあり、40 名以上のお子さん

が来られて、盛況のうちに終わりました。 

今後も夏の風物詩として残していければと思います。 

 

③狩猟活動・革製品制作 

 令和 5年度は鹿を 1頭だけ罠で獲りました。 

銃猟は何度も出猟しましたが、まだ獲れていないので卒業

後は狩猟に力を入れて獲れるように頑張ります。 

革製品のほうは、工房ができたのでそこから色々とつくっ

ていければと考えています。 

 ◆今後の活動に向けて 

 今年度をもって卒業となります。卒業後は新温泉町に工房をかまえ、ジビエの革を活用し革製

品をつくっていこうとしているのと、狩猟活動に力を入れていきたいと考えています。 

協力隊期間中に町外のタンナーや関係業者の方と繋がりができたので、新温泉町を起点にして

製品づくりをしていきたいと考えております。 

狩猟のほうも猟友会の方に師事しながらスキルアップを目指しつつ、害獣駆除に携われたらと

思っています。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 西脇
にしわき

 明子
あ き こ

（令和 2年 6月 1日着任） 

 

担当業務 温泉振興（店舗運営）（担当課：おんせん天国室） 

自己紹介 

 岡山県出身。製菓専門学校卒業後、製菓衛生師

を取得。協力隊就任以前には、ケーキ屋、カフェ

などで主に製造を担当していました。Cafe98℃で

ホール業務とデザート・ドリンクのメニュー開発

を担当しました（令和 5年 5月末で退任）。 

 

 ◆令和５年度の主な活動について 

 

 

①Cafe98℃の運営 

 卒業に向け、仕込み以外にも発注などの引継ぎの最

終確認を行いました。 

 新しい協力隊の方用にカフェの 1日の作業の流れを

表にして、飲食店未経験の方でも早く慣れてもらえる

ための資料や、伝票の記入方法や今までのレシピを修

正し今後の仕込み作業や新メニューの考案の参考にな

るように整理しました。 

 

②その他の活動（他店舗視察） 

三朝温泉や米子にあるカフェの視察を行いました。 

三朝温泉は、周辺の民家も土壁である程度統一され

て、射的や手打ちパチンコ、駄菓子屋さんなどレトロ

な雰囲気と「みささヨーグルト」というナチュラルな

外観の新しいカフェがあり、ゆっくり散策して温泉に

入って湯上りにヨーグルトをいただくような、懐かし

いものと新しいものとの調和がとれている温泉街だと

感じました。 

米子のカフェは、昔薬屋さんだった家屋を可能な限

り自分たちでリノベーションした店舗で、内装も一か

ら壁を塗ったそうで味のある店舗でした。フードメニ

ューは多くなかったですが、ミックスジュースにチョ

コバナナ味があったり、クリームソーダにグレープや

ブルーハワイ、ライムなどかわった味もあったりと何

度でも行きたくなるようなお店でした。 

 ◆今後の活動に向けて 

 5月末で退任しますが、卒業後も新温泉町に定住し、今まで Cafe98℃で学んだことをできる範囲

で形にしていくことができればと思っています。 

【※令和 5年 5月末（退任時）作成】  
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書 

隊員氏名 尾関
お ぜ き

 栄海
は る み

（令和 3年 4月 1日着任） 

 

担当業務 温泉振興（店舗運営）（担当課：おんせん天国室） 

自己紹介 

 愛知県春日井市から来ました。 

 前職は調理師としてさまざまなお店で経験をし

てきました。 

 カフェでは料理長などを務めさせていただいて

おります。よろしくお願いします。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①カフェ運営 

湯村の中心、荒湯観光センターの 2階でオープンした cafe98℃

の運営に携わっています。 

主に、月替わりメニューなどのレシピ開発を担当しました。 

町内の食材や調理法、伝統料理などを取り入れたメニュー開発

に注力し、皆さんに食べておいしいと言っていただける料理の提

供を心がけています。 

今後、より一層 cafe98℃へご飯を食べに行きたいと思ってい

ただけるメニュー開発に取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②イベント 

照来地区で栽培した小麦の収穫体験をはじめ、ピザ作り教室、

但馬杜氏組合との合同で開催した利き酒イベントなど、いくつか

のイベントの開催を行いました。 

町内外問わずたくさんの参加者が集まり、特に小麦の収穫体験

につきましては、新聞に取り上げていただくなど注目が集まった

イベントとなりました。 

次年度も皆さんに楽しんでいただけるイベントを企画してい

きたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③獣害対策と新しい名物づくり 

一昨年行われた地域課題を解決しそれを新しいビジネスにし

ていくことを目標とした企画である「100DIVE」にて採択された、

獣害となっている鹿の解体加工を行う施設づくりの開業に向け

た検討、協議を行っていました。 

令和 6年度中の開業に向け、地域の方と一緒になって取り組ん

でいく所存です。応援のほどよろしくお願いします。 

 ◆今後の活動に向けて 

地域おこし協力隊として活動を始めて 3 年たちました。本当にたくさんの方のご支援があって初

めてできたことがたくさんあったと思います。 

コロナ禍による自粛ムードが終わり、イベント開催などを通じて町内外のたくさんの方と交流す

る機会に恵まれました。その中で皆さんこの町のいいところを様々な視点から再発見することが多

かったと感じます。 

新温泉町に今後根を張って生活していくことを踏まえ、私がこの町にいることで皆さんに協力出

来ることをこれからも続けていきたいと思います。 

協力隊の任期後に向けて、先述のとおり鹿の解体施設の準備を行っていきます。 

今後ともよろしくお願いいたします。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 矢部
や べ

 孝
こう

平
へい

（令和 3年 8月 1日着任） 

 

担当業務 温泉振興（店舗運営）（担当課：おんせん天国室） 

自己紹介 

 京都府出身。着任以前は 15 年間飲食業をして

いました。 

 温泉が好きで新温泉町という名前に惹かれ移

住を決めました。 

 よろしくお願いいたします。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 

 
①Cafe98℃の運営 

 Cafe98℃の運営に携わり丸 2年が経ち、3年目に入りました。 

店舗では、主にキッチンを担当しています。 

カフェがオープンして丸 3年が経ち、認知度も上がってきてい

るように感じます。 

カフェに所属している協力隊の入れ替わりが今後は増えてき

ますが、運営者が代わってもお店としてのクオリティーを上げ続

けられるように少しでも協力できればと思います。 

 

 

②デザイン講習受講 

カフェのメニュー表作成や自身の活動に活かせればと思い、

Photoshopや Illustratorのデザイン講習を受講させてもらいま

した。 

今後、メニューや POP作成に活用していきたいと思います。 

 

 

 

③温泉水活用 

卒業後の自身の仕事に繋がるように初年度から温泉水を活用

した商品開発に着手してきました。 

今後は、新温泉町で得られた経験や繋がりを生かして製造する

商品をさらにブラッシュアップし、湯村温泉の知名度を上げてい

けるような商品づくりをしていきたいと考えております。 

 ◆今後の活動に向けて 

来年度 7 月までの任期の間はカフェでのキッチン業務、発注、在庫管理などの引き継ぎ作業を

していきたいと思っています。少しでも今後の協力隊員の活動が円滑に進むようにサポートして

いきます。 

卒業後は、協力隊での 3年間の活動を活かしながら自立していけるように頑張ります。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書 

隊員氏名 氏本
うじもと

 麻由美
あ ゆ み

（令和 4年 7月 1日着任） 

 

担当業務 温泉振興（店舗運営）（担当課：おんせん天国室） 

自己紹介 

 こんにちは。氏本麻由美です。 

東京から引っ越してきました。現在は、湯村温

泉にある Cafe98℃を拠点に活動しています。 

絵を描くこと、本とお菓子とえびが好きです。

よろしくお願いします。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 
 

①Cafe98℃の運営 

主にホールとデザート、店舗看板などのイラス

トを担当しています。 

カフェらしくクリームソーダをメニュー化し、

デザートには新温泉町産の柚子や柿を使ったメ

ニューを考案しました。クリスマスやバレンタイ

ンを意識した期間限定デザートにも力を入れま

した。 

昨年度から取り組んでいる窓アートについて

は、毎月楽しんでいただけるよう、季節感のある

作品に仕上げています。 

 

②デザイン関連 

道の駅「山陰海岸ジオパーク浜坂の郷」に設置

されているガチャガチャの景品・道の駅記念切符

などのイラストを担当しました。 

ぜひ、道の駅へお越しください。 

また、新温泉町特産品マップの作成や、新温泉

町公式 LINE のメニューアイコンのイラストも担

当しています。 

新温泉町公式 LINE の友達登録お待ちしていま

す！ 

 

③イベント関連 

7 月 22 日には、荒湯天狗まつりでの但馬杜氏

の魅力を伝えるイベントにスタッフとして参加

し、チケットなどのデザインも担当しました。 

12月 27日には、湯塾にてお絵かき教室の講師

を務め、町内の子どもたちと一緒に Cafe98℃の

窓ガラスに絵を描きました。 

ぜひ、一度見にいらしてください。 

 ◆今後の活動に向けて 

来年度は協力隊卒業に向けての年なので、卒業後に生かせるような資格の取得やデザインの勉強

に力を入れたいと思います。 

Cafe98℃に関しては、より一層地域の皆さまに訪れていただけるようなお店作りに尽力いたしま

す。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 今田
い ま だ

 貴
たか

博
ひろ

（令和 4年 12月 1日着任）  

担当業務 温泉振興（店舗運営）（担当課：おんせん天国室） 

自己紹介 

 大阪府より温泉地の環境を活用する目的で参り

ました。 

室内外の遊びを活用したウェルビーイングなプ

レイスづくりを得意とし計画していましたが、予期

せぬ方向へ広がり観光事業が主体になりました。思

わぬ絆が増え、多様な取組を行っています。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 

 ①Cafe98℃の運営 

キッチンとホールを担当。月替わりのメニューの考案やケー

キ作りを学ぶなどの取組を行った。 

観光地のカフェである特性を強く活かせるよう、観光客との

関わりから情報を集め、今後の活動の参考にしている。 

コーヒーインストラクター2 級取得、バリスタなどの勉強も

併せて行い、他の活動と併せた今後の活動の準備に取り組んだ。 

 

 

②新しいツーリズムの考案とネットワークづくり 

個人でできない専門性と組織運営が必要なツーリズムから取

り組み始めることとなり、全国各地の専門家や医療施設、福祉

施設、観光事業者ネットワークを構築し、法などの課題を克服

することから始めた。 

提携先を精選し、現在東北から九州までの 6か所と共働し、

内 4か所は稼働を始めている。町内で 3泊 4日のモニターツア

ーを実施。複雑な課題を除いた 3つの新しいツーリズムの提案

を打ち出し、賛同者たちの地域と相互に観光客を送り、簡易な

勉強会を開くところまでは進めることができた。 

 

 ③地域福祉活動への取組み 

室内外の遊びを基に保育と介護予防からユニバーサルな共生

型コミュニティーづくりまでのコンテンツを用意した。 

プライベートの事業において、県外での講座を数回実施し、

町内での活動の情報と経験を得て、事情で取り組めなかった町

内での今後の活動の糧とした。福祉や教育に関する研修や会合

に複数回参加し、ネットワークの構築を積み重ねている。 

 

 ◆今後の活動に向けて 

 カフェにおいて特に観光客との関わりを深め、ニーズにあったサービスに向け、枠にとらわれず

発想を拡張していきたいと考えている。 

昨年は、観光事業と地域活動の拠点の為に、個人的に確保している町内の施設の利用が諸事情

でできなかったため、アテンドには町外で活動せざるを得なかったこともあった。そのため、活動

の訴求効果や持続力を得られなかった。稼働できればそこを拠点とし、地盤を固めることを優先

し、安定的な持続した活動にしていくつもりである。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書 

隊員氏名 西原
にしはら

 明子
あ き こ

（令和 5年 6月 1日着任） 

 

担当業務 温泉振興（店舗運営）（担当課：おんせん天国室） 

自己紹介 

 大阪市出身。信用組合で 30年間勤務後、興味の

あった飲食店などでアルバイトを経験。 

身近に温泉のある暮らしがしたくて、縁あって

新温泉町に移住してきた果報者です。 

 

 ◆令和５年度の主な活動について 
 

①Cafe98℃の運営活動 

主に、ホール内の清掃作業から接客対応、レジ打ち、ドリン

ク作り、メニューやデザートの盛り付けや雑務を覚えました。 

また、厨房内ではハンバーグやサラダの仕込みをするなど、

着任後 6 か月間は、とにかく現場に慣れることに注力しまし

た。 

現在は、浜坂産甘エビのトマトパスタなど、顧客に提供で

きるメニューが一人でも作れるように練習中です。 

 

②町内産の食べ物の見聞を広める活動 

・そば粉の畑を見て、町内でそば粉を栽培していることを知

り、デザート系のそば粉ガレットのメニュー化をしました。

「Cafe98℃」の運営活動にも繋がりました。 

・照来ふれあい市の感謝祭のお手伝い 

・前地区での豆収穫のお手伝い 

・上山高原ふるさと館にて椎茸原木植菌のお手伝い 

・御火浦村おこしグループのお手伝い 等々 

 ◆今後の活動に向けて 

飲食関連の調理技術習得や、接客向上（2025 大阪・関西万博、ひょうごフィールドパビリオンに

おいて外国人観光客増加も見据えた）及び、引き続き見聞を広める活動をしていきたいと考えていま

す。 

その為にも、現在担当している「Cafe98℃」でデザート系、食事系どちらの調理作業も一通り出来

るよう日々研鑽していきたいです。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 松浪
まつなみ

 純
じゅん

（令和 3年 5月 1日着任） 

 

担当業務 ワーケーション推進(担当課：商工観光課) 

自己紹介 

新温泉町出身です。U ターンで新温泉町地域おこ

し協力隊に応募しました。 

新温泉町では課題解決型ワーケーションに主に取

り組んでいます。関係人口創出を目指し、地域や団

体がかかえる地域課題の解決に向けて活動していま

す。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 

 

①イベント開催 

浜坂のサンビーチにて交流イベントを開催いたしました。 

昨年度ワーケーション事業を通じて街を訪れ、現在も同町で継

続して活動されているグループのご紹介及び現在取り組んでお

られる商品のテストマーケティングを行いました。 

浜坂観光協会のご協力をいただき、同町に来られている技能実

習生たちとの交流イベントも同時開催いたしました。 

 

②SDGs体験プログラム モニターツアー 

上山高原の自然再生について学ぶ SDGs体験型地域プログラム

として、シワガラの滝でのモニターツアーを行いました。 

地域が大切にしてきた高原の自然を守り続けることで、環境保

全と地域振興を結び付けることを目的とし、課題解決型ワーケー

ションでの取組として現地でのコーディネートをしました。 

 

 

③企業研修ワーケーションサポート 

新温泉町内で行われた企業研修のサポートを行いました。 

新温泉町内の地域課題について参加者へ説明させていただき、

参加者と共に町内で活動されている団体等のヒアリングに赴き、

地域の生の課題感を参加者と共有しました。 

各チーム様々な視点から町への提案が行われ、課題解決に向け

ての新しいアイデアが生まれました。 

 ◆今後の活動に向けて 

 ワーケーションや観光を通じてこの町にいらっしゃる方々と出会い、地域課題を共有することで

少しでも新温泉町における課題が減るような取組が行えればと思います。 

地域課題に取り組む方々や団体のサポートと共に新温泉町で活動される方のコーディネートがで

きるような活動にあたりたいと思います。 

卒業後も定住できるよう、退任後も見据え、活動の幅が広げられるよう頑張りますのでよろしくお

願いします。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 石原
いしはら

 卓
たく

（令和 4年 4月 1日着任） 

 

担当業務 道の駅活性化（担当課：商工観光課） 

自己紹介 

石原卓と申します。岡山県出身、1995 年生まれ

です。 

現在は、浜坂で妻と二人で暮らしています。温泉

と食材の豊富さに惹かれて新温泉町に来ました。 

 

 ◆令和５年度の主な活動について 

 

 

 

 

 

 

 
 

①おんせんガチャ設置 

 令和 5年 7月頃に、道の駅にご当地ガチャ（おんせんガチャ）

を設置しました。カプセルの中には道の駅直売所で使える割引

券、浜坂高校美術部様に協力頂き作成した缶バッジ、おみくじが

入っています。割引券による出荷者支援が目的です。お子様を中

心に月平均約 80回利用して頂いています。また、年末には梨農

家の本田様に御協賛頂き、梨の当たり券を加えることで販売促進

に繋がりました。今後も、中身の変更や協賛を募ることで何度も

利用したくなる工夫をする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

②商品開発（おやき、ヤマメの燻製） 

照来ふれあい市の山本様と協力して、おやきの商品開発を行い

ました。野菜を使った冷凍保存できる目新しい商品を作りたいと

御相談頂き、山本様がパン製造のノウハウをお持ちだったので、

おやきの商品開発を提案しました。町内の祭りなどで露店販売を

行い、売切れになることが多く好評です。今後、道の駅での販売

を視野に入れて支援を継続します。また、奥八田の養魚場で育っ

たヤマメの燻製の商品開発も行っており、令和 6年中に少量から

販売を開始する予定です。 

 ③地域課題解決支援（ローカルクエスト） 

新温泉町の地域課題解決を目的としたプログラムにて、町外の

方を支援しました。私は、道の駅担当として飲食関連に興味を持

っている方に町内の生産者様や加工場を紹介しました。当プログ

ラムをきっかけに、プロデザイナーの参加者に町内事業者の商品

ラベルを作成して頂いたり、地域課題解決に興味がある大阪大学

の学生に野菜定期便の商品開発に協力頂いたりすることが出来

ました。参加者には継続的に新温泉町に通いたいと言って頂けて

いるので、今後も関係人口増加に努めたいと思います。 

 ◆今後の活動に向けて 

2年目はおかげ様で町内外にお仕事で関わる方が増えて、やれることが多くなったように感じてい

ます。来年が最終年度になるので、町内でお世話になっている方に還元できるような仕組み作りや商

品開発の完遂を目標にしています。 

具体的には、人手不足で困っている町内事業者様と地方創生に興味がある近隣の大学生（私の母校

である公立鳥取環境大学等）をマッチングして、繁忙期に大学生に支援してもらい、お返しとして新

温泉町自慢の食事や町内の方との触れ合いを提供する等、お互いにメリットがあり、持続可能な仕組

みを作りたいと考えています。 

 また、商品開発に関して、2年目から着手していて商品販売まで至っていないため、協力して頂い

ている方の期待に応えるためにも最後までやり遂げたいと考えています。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 髙
たか

原
はら

 彩
さ

希
き

（令和 4年 4月 1日着任）  

担当業務 観光振興支援（担当課：商工観光課） 

自己紹介 

 姫路市出身。大学を卒業後、新温泉町へやってま

いりました。 

ＮＰＯ法人上山高原エコミュージアムを拠点に

活動しています。地域の自然や人、文化などの魅力

を多くの方に伝えられたらと思います。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 

 ①特産品つくりのお手伝い 

上山高原エコミュージアムの特産品である乾燥しいたけ・

干しいも・かき餅を作る作業や包装などの作業をお手伝いさ

せていただきました。 

また、特産品のＰＲとして、販売する際のＰＯＰを作成し

ました。 

 
②岸田水車小屋活用「ほっこり喫茶」 

岸田地区にある使われなくなってしまった水車小屋を活

用し、令和 5年 6月より地域の方が立ち寄ってお話する場所

として「ほっこり喫茶」を始めました。 

現在は、週に一回開店しています。世間話などをしながら

コーヒーを飲み、賑やかで和やかな空間になっています。 

来られた方が楽しそうにお話されていることや、「ここに

来るのが楽しみ」と言っていただけることが私のやりがいに

なっています。 

 

 ③ＳＮＳでの情報発信 

元地域おこし協力隊の方から「新温泉町ナビ」を引き継ぎ、

令和 4年度より運用させていただいています。 

Twitter、Instagramで、町内イベントのシェアや町の情風

景、私の個人的おすすめスポットなどを発信しました。 

 ◆今後の活動に向けて 

 地域おこし協力隊に着任し、2年が経とうとしています。 

1 年目は見るもの感じるものが初めてのことばかりで、私自身が体験させていただくことがほ

とんどでしたが、2 年目は私が感じている地域の良さを“活かす”ことを少しだけ形にできたの

ではないかと思います。 

4月からは 3年目になるので、地域おこし協力隊を卒業後、新温泉町とどのようにかかわらせて

いただくかを考えたいと思っています。 

まだまだ足らないところばかりですが、少しずつ頑張っていきますのでよろしくお願いいたし

ます！ 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 阿瀨
あ せ

 宏
こう

太
た

（令和 5年 4月 1日着任）  

担当業務 移住定住促進（担当課：商工観光課） 

自己紹介 

 豊岡で育ち高校卒業し、大阪の医療系の学校へ。 

病院や健康関連の会社に勤務。仕事で新温泉町と

の関わりを持った際に、新温泉町の空き家問題に興

味を持ち、問題解決に取り組みたいと感じたことが

応募の理由。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 

 

①空き家バンク事業 

空き家バンク全体の業務を商工観光課と連携して実施。 

空き家の掘り起こしを目的とした調査や登録希望者の物

件調査と図面作成、物件の案内を実施。 

町の専用ＨＰである『新温泉町移住定住ナビ』内の「地区

の説明書」の拡充も実施。 

 

②移住検討者対応 

現地（町内）案内を希望する方に対して、ヒアリングをも

とに、生活圏や海山の暮らし風景が感じられるエリアの案内

を実施。 

その他、オンラインにて移住相談や支援制度の説明。 

 

③移住者交流会 

移住者のサポートの一つとして、仲間作りや悩み相談がで

きる環境を提供。 

町内や但馬全体の移住者との交流が出来る場の提供。 

 

 ◆今後の活動に向けて 

二年目になるため、本格的に空き家バンクの物件と移住者増加に向けた取組を実施予定。 

区長や町内会長さんとの連携をはかることや、広報で町民に向けた PRを継続して実施。 

移住者増加に向けた取組としては、移住検討者と地域のマッチングサービスの利用等にて町の

PRや情報発信を実施したいと思う。 

その他、お試し体験住宅の利用件数の増加や町民と移住者（検討者含む）との交流の場の提供も

実施したいと思う。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 安房
あんぼう

 杏
あん

菜
な

（令和 5年 4月１日着任） 
 

担当業務 移住定住促進（担当課：商工観光課） 

自己紹介 

 兵庫県姫路市出身。長野県や茨城県で暮らした経

験があります。元は医薬品関係の仕事をしていまし

たが、自然環境の良さや温泉のある生活を気に入っ

て新温泉町に移住しました。移住定住促進担当とし

て、商工観光課とともに空き家バンクの運用や移住

サポート、定住者(住民)のサポートを行っています。 
 

 ◆令和５年度の主な活動について 
 

①空き家バンク業務の一部引き継ぎ 

空き家バンク登録希望者の物件調査や間取り図作成、空き家の

内見希望者のご案内を行いました。 

今まで役場が行っていた空き家バンク業務の一部を、移住担当

の協力隊 2名で引き継いだ形となります。初年度は、情報や流れ

を把握することに努めました。また、移住案内サイトである移住

定住ナビの編集も開始しました。 
 

②移住希望者への対応・移住系イベント 

 移住希望者のオンライン相談や町内の案内を行い、実際の生活

の様子など、移住者としての体験をお伝えしました。 

移住イベントでは、東京(9月)と大阪 (10月) で開催されたイ

ベントへ出展し、新温泉町 PRを行いました。 

兵庫県主催のオンライン移住ツアー(1 月)にも町として参加

し、住民の日常生活と温泉が密着している様子を発信しました。 

 また、新温泉町には移住者の情報交換する環境が整っていない

ため、今後の移住者の場所づくりを目指し、交流会を行いました。 
 

③関係人口との活動 

 完全移住は難しくとも定期的に新温泉町に来訪してくださる

関係人口の方々を大切にすることを目標に活動しました。 

まず、新温泉町の文化でもあり関係人口でもある但馬杜氏の

方々とイベントを行い、杜氏と日本酒の魅力を発信しました。 

また、第二のふるさと創出事業に町側サイドとして参加させて

いただき、町外の方と地域課題を発見するローカルクエストを行

いました。町内各地・各人へのご案内を行ったり、一緒に地域の

生活や作業を体験したりすることで、町外の方々に新温泉町の良

さを体感していただくことができました。 

共に住民へ聞き取りを行うことで、住民の抱える問題点なども

浮き彫りとなりました。 

 

 ◆今後の活動に向けて 

 今年度末に湯村温泉地域に移住交流拠点『TOJI』が完成し、令和 6 年 4 月より一般開放いたし

ます。以降は『TOJI』を活動拠点とし、地域の住民・移住希望者・観光客などがお互いに交流でき

る施設としての場所づくりに努めてまいります。 

今後の活動としては、今年度あまり町内の空き家の発掘を進めることが出来なかったため、来

年度は空き家バンクの周知とともに、物件の回転率を上げられるよう活動を進めたいと思います

ので、今後ともよろしくお願いいたします。 
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令和５年度 新温泉町地域おこし協力隊 活動報告書  

隊員氏名 小林
こばやし

 将
まさ

朋
とも

（令和 5年 4月 1日着任） 

 

担当業務 水産振興支援（担当課：農林水産課） 

自己紹介 

新温泉町浜坂出身。大阪、東京で 22年ほど飲食

企業に勤務し、マーケティングに従事。新温泉町へ

Uターンし、地域おこし協力隊に入隊。現状業務は

浜坂漁協にてサイト・SNS・パンフなどのマーケテ

ィングを行い、新温泉町の魅力や浜坂の魚の宣伝な

どの水産振興に携わっています。 
 

◆令和５年度の主な活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①SNSで浜坂漁協の水産情報発信 

目的：日本全国の消費者やメディアへ、旬の魚情報や新

温泉町の魅力を発信し注目度を上げます。 

活動：4 月から週に 2 回のペースで、Instagram・

facebook・X の投稿。月に 1 回のペースで

YouTube・LINEにて情報発信しています。 

成果：取材メディア数 年間 12社達成。 

Facebook 月間リーチ数 607→3776（622%）、

Instagramフォロワー138→382（276%）、X月間イ

ンプレッション数 3278→21266（648%）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②漁協サイトのリニューアル更新 

目的：浜坂漁協の基盤となるポータルサイトの充実を

図り、浜坂のブランディングを強化します。 

活動：魅力的なビジュアルのトップページ、プレミアム

商品の魅力深掘り、豊富な水揚げ魚種、漁師の働

きがいなどを紹介するサイトに半年かけてリニ

ューアル更新（11月に公開）。 

成果：アクセス数計測中です。 

 

 

 

 

 

 

 

③新温泉町への観光案内パンフ発信の制作 

目的：京阪神から新温泉町へ観光客を誘致します。 

活動：地域おこし協力隊の小林がお勧めする、その時期

の魚とそれが食べられるお宿、温泉、レジャーな

どを楽しむ一泊二日の新温泉町観光パンフを企

画、制作、発注、配布（1月から開始し 2ヶ月毎

の年 6回発行予定）。 

成果：掲載事業者からの感謝の声が上がり、3月以降の

配布部数も増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④パンフやポスターで魚や浜坂の訴求 

目的：水産事業のブランディング向上を目指します。 

活動：浜坂漁協の直販部のパンフを更新し、漁協や商品

の魅力を深掘り訴求。また、協力隊提案の水産ポ

スターを制作し、『選り子』さんにスポットを当

て、新温泉町独自の働く人の紹介。 

成果：町の魅力を深掘りし町外へビジュアルで訴求。そ

のスタートラインに立てたことが成果です。 
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 ◆今後の活動に向けて 

基本はこの初年度で行ったアクション、ブランディングとマーケティングを継続しながら精度

を上げて参ります。 

新温泉町は他にはない魅力に溢れています。松葉がにの魅力に頼るだけでなく、新たな挑戦を

行い続けることが重要です。ポジティブ思考で、町の課題解決に向け、協力隊の任務を遂行した

いと考えます。私が今実行しているブラディングとマーケティングを続けることで、その影響範

囲は今以上に大きく拡散すると考え、任期の三年間をそれらに費やします。その私の活動内容を

SNS（インスタグラム）で発信しています。  

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、令和 6年 10月開業を目処に、協力隊とは別に副業を考えています。協力隊の休日を利用

し、キッチンカー（移動販売）営業を行い、地域の需要に供給を図りたいと考えます。 

メニューは浜坂で獲れる魚介を使ってサンドイッチなどの商品を作り、ランチタイムに出店し

ます。場所は新温泉町役場の駐車場を間借りし、役場職員や地元住民をターゲットと考えます。 

これにより、『この町にもまだまだ色んな魅力や面白い人がいるな』や『昔ながらの食材でも売

り方や商品作りを考えれば面白いね』というような感想を持つ地元の方が増えれば幸いです。こ

の活動を継続することで人気や話題性が増え、魚を好まれない時代への魚食普及や、自身のビジ

ネス拡大、ローカルビジネスモデルの参考事例など、複数の効果に寄与できればと考えます。 

 

 

 

               

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

  
 

 

  

 
 

 


